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「
藩
を
脱
す
る
者
、
海
外
の
志
あ
る
者
」
こ

れ
だ
け
が
海
援
隊
に
入
る
た
め
の
条
件
で
し

た
。
幕
末
に
こ
の
条
件
だ
け
を
掲
げ
る
所
に
、

海
援
隊
の
志
の
高
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
は
海
援
隊
の
規
則
を
書
い
た

「
海
援
隊
約
規
」
で
、
坂
本
家
の
親
戚
の
弘
松

家
に
伝
わ
っ
て
い
る
資
料
で
す
。
全
五
ヶ
条

か
ら
な
り
、
入
隊
条
件
の
他
、
隊
長
の
権
限

や
隊
士
の
義
務
、
隊
士
の
給
与
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
に
は
新
選
組
や
奇
兵

隊
、
赤
報
隊
な
ど
百
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
存

在
し
ま
す
が
、
海
援
隊
が
他
と
決
定
的
に
違

う
の
は
、
自
分
た
ち
で
稼
い
だ
お
金
で
隊
を

運
営
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

海
援
隊
約
規
に
は
、
こ
れ
と
別
系
統
で
伝

わ
っ
た
資
料
が
あ
り
ま
す
。
土
佐
藩
上
士
・

福
岡
孝た

か

弟ち
か

が
書
き
記
し
た
も
の
で
、
上
記
の

文
面
の
後
に
、「
今
後
海
陸
ヲ
合
セ
号
シ
テ
翔

天
隊
ト
云
ン
」
と
い
う
文
章
な
ど
が
続
い
て

い
ま
す
。
土
佐
藩
で
は
、
海
援
隊
と
陸
援
隊

を
合
わ
せ
て
翔
天
隊
と
呼
ん
で
い
た
の
で
す
。

龍
馬
の
海
援
隊
と
中
岡
慎
太
郎
が
創
っ
た

陸
援
隊
は
、
一
四
〇
年
前
に
二
人
が
暗
殺
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
も
な
く
解
散
し
ま

し
た
。
こ
の
両
隊
に
は
大
空
を
舞
う
鶴
の
よ

う
に
、
自
由
と
大
い
な
る
可
能
性
が
秘
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
暗
殺
と
い
う
卑
劣
な
手

段
で
失
わ
れ
た
の
は
、
と
て
も
残
念
で
す
。

（
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館　

三
浦
夏
樹
）

料
資

見
聞

海
援
隊
約
規

「海援隊約規」（弘松家蔵）
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平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
は
、
中
岡
慎

太
郎
と
坂
本
龍
馬
が
京
都
で
暗
殺
さ
れ
て

一
四
〇
年
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
政
奉
還

が
行
わ
れ
て
一
四
〇
年
に
も
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
節
目
を
期
に
、
高
知
県
の
歴
史
系
総

合
博
物
館
で
あ
る
当
館
は
、
幕
末
維
新
を
専

門
と
す
る
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
（
以

下
、
龍
馬
記
念
館
）・
北
川
村
の
中
岡
慎
太
郎

館
（
以
下
、
慎
太
郎
館
）
と
の
３
館
合
同
で

慎
太
郎
と
龍
馬
を
取
り
上
げ
る
特
別
展
を
開

催
し
ま
す
。

展
示
内
容
は
、
慎
太
郎
と
龍
馬
を
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
に
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
二

人
の
存
在
の
位
置
づ
け
お
よ
び
活
動
内
容
に

つ
い
て
再
考
し
ま
す
。
同
時
に
、「
土
佐
勤

王
党
」、「
薩
長
連
合
」、「
近
江
屋
事
件
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
土
佐
藩
の
幕
末
維
新
史
を
再

考
す
る
事
も
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
本
展
は
「
暗
殺
犯
は
誰
か
？
」
を

断
定
し
ま
せ
ん
。

ま
た
展
示
方
法
も
、
わ
れ
わ
れ
主
催
者
側

が
提
示
す
る
判
断
材
料
（
暗
殺
に
至
る
経
緯

と
時
代
背
景
）
を
元
に
、
来
館
者
が
答
え
を

出
す
、
問
題
提
示
型
の
方
法
を
取
り
ま
す
。

●
展
示
構
成
と
内
容

１
．
二
人
の
生
い
立
ち

坂
本
龍
馬
は
天て

ん
ぽ
う保

六
年
（
一
八
三
五
）
高

知
城
下
に
、
中
岡
慎
太
郎
は
そ
の
三
年
後
北

川
郷
（
今
の
高
知
県
北
川
村
）
に
誕
生
し
ま

し
た
。

二
人
が
生
ま
れ
た
天
保
年
間
は
、
大
塩
平

八
郎
の
乱
（
一
八
三
七
）、
老
中
水み

ず

野の

忠た
だ

邦く
に

（
一
七
九
四
〜
一
八
五
一
）
に
よ
る
天
保
の
改

革
と
失
敗
な
ど
、
封
建
支
配
の
身
分
秩
序
が

大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。

ま
た
そ
れ
は
土
佐
も
例
外
で
は
な
く
、
天

保
庄
屋
同
盟
（
一
八
四
一
）、
名
野
川
農
民
逃

散
（
一
八
四
二
）
な
ど
、
農
民
層
に
よ
る
動

き
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
海
外
に
目
を
向
け

る
と
、
産
業
革
命
に
成
功
し
た
欧
米
諸
国
が
、

新
た
な
市
場
を
求
め
て
、
積
極
的
に
ア
ジ
ア

に
進
出
し
始
め
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
波
は
日
本
に
も
押
し
寄
せ
、
外
国
船

が
各
地
で
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
政
策
を
と
っ
て
い
た

徳
川
幕
府
は
海
岸
警
備
の
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
新
し
い
外
交
政
策
を
模
索
し
始
め
ま
し

た
。土

佐
藩
は
、
郷
士
層
を
民
兵
と
し
て
取
り

込
む
と
と
も
に
、
須す

崎さ
き

（
須
崎
市
）
な
ど
の

海
岸
線
に
砲
台
を
築
か
せ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
二
人
が
生
ま
れ
た
時
代
は
、

新
し
い
時
代
に
向
け
た
動
き
が
は
じ
ま
ろ
う

と
す
る
時
な
の
で
す
。

二
人
の
誕
生
は
ま
さ
に
「
時
代
が
求
め
た
」

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

２
．
土
佐
勤
王
党

　
　
　
　
　

―
新
し
い
時
代
へ
の
飛
躍
―

万ま
ん
え
ん延

元
年
（
一
八
六
〇
）、
桜
田
門
外
の
変

で
、
大
老
井い

伊い

直な
お

弼す
け

（
一
八
一
五
〜
六
〇
）

が
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
徳
川
幕
府
の
重
臣
が
、

白
昼
堂
々
、
殺
さ
れ
る
と
い
う
衝
撃
は
全
国

に
広
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
に
お
い
て

も
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
時
代
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
始

め
た
の
で
す
。
そ
の
動
き
は
、
長
州
藩
、
薩

摩
藩
な
ど
西
日
本
の
諸
藩
か
ら
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

尊そ
ん

王の
う

攘じ
ょ
う

夷い

運
動
の
始
ま
り
で
す
。

土
佐
藩
で
も
、
こ
の
動
き
に
応
じ
る
た
め
、

武
市
半
平
太
を
中
心
と
す
る
団
体
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
土
佐
勤
王
党
で
す
。

勤
王
党
に
は
、
本
展
の
主
人
公
、
坂
本
龍

馬
・
中
岡
慎
太
郎
を
は
じ
め
、
二
〇
〇
人
程

が
加
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
土
佐
藩
の
厳
格
な
身
分
秩
序
と
藩

政
の
実
権
を
握
る
吉
田
東
洋
は
、
勤
王
党
の

政
治
的
発
言
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
が
て
両
者
の
火
花
は
東
洋
の
暗
殺
（
文

特
別
展　

３
館
合
同
企
画

暗
殺
140
年
！
時
代
が
求
め
た〝
命
〞か
？

平
成
19
年
７
月
28
日
㈯
〜
８
月
28
日
㈫

「
坂
本
龍
馬
・
中
岡
慎
太
郎
展
」 （
総
合
展
示
）

坂本家邸跡写真（明治末年撮影）

中岡慎太郎生家（復元）
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久
二
年
）
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

藩
政
の
実
権
を
握
っ
た
勤
王
党
は
、
文
久

二
年
後
半
〜
三
年
前
半
（
一
八
六
二
〜
六
三
）

ま
で
の
期
間
、
長
州
と
連
携
し
な
が
ら
、
尊

王
攘
夷
運
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

武
市
の
政
治
構
想
は
、
天
皇
を
頂
点
に
、

将
軍
が
諸
大
名
を
統
率
し
て
「
攘
夷
」
を
実

行
す
る
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
徳
川
幕
府
の

存
在
を
否
定
し
て
い
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
長
州
を
中
心
と
す
る
政
治
運
動

は
、
天
皇
の
意
思
を
通
り
越
し
、
次
第
に
過

激
さ
を
増
し
て
い
き
ま
し
た
。
長
州
が
そ
の

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
に
は
す
で
に
孤
立
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
起
こ
っ
た
事
件
が
「
八
月
一
八

日
の
政
変
」
で
す
。

こ
の
政
変
に
よ
っ
て
尊
王
攘
夷
運
動
は
壊

滅
し
ま
す
。
同
時
に
藩
政
の
実
権
を
取
り
戻

し
た
山
内
容
堂
は
、
武
市
ら
主
要
メ
ン
バ
ー

を
次
々
に
牢
獄
に
い
れ
ま
し
た
。

勤
王
党
大
弾
圧
に
よ
っ
て
、
勤
王
党
は
崩

壊
、
武
市
ら
の
釈
放
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ

た
野
根
山
二
十
三
士
の
処
刑
な
ど
、
多
く
の

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

勤
王
党
を
中
心
に
み
た
土
佐
藩
の
政
治

状
況
と
二
人
に
与
え
た
影
響
、
そ
し
て

二
人
が
脱
藩
し
た
理
由
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
、「
土
佐
勤
王
党
」
に
関

し
て
は
、
部
門
展
示
を
設
定
し
、
北
川

村
の
中
岡
慎
太
郎
館
で
展
示
し
ま
す
。

３
．
二
人
の
活
躍

　
　
　
　
　

―
殺
さ
れ
た
背
景
は
？
―

二
人
の
活
躍
で
欠
か
せ
な
い
の
は
、
薩
長

連
合
、
そ
し
て
海
援
隊
と
陸
援
隊
の
結
成
で

す
。薩

長
連
合
と
い
え
ば
、「
犬
猿
の
仲
だ
っ
た

薩
摩
藩
と
長
州
藩
を
龍
馬
が
中
心
に
な
っ
て

結
び
つ
け
た
」「
龍
馬
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
実

際
は
裏
方
で
頑
張
っ
た
慎
太
郎
の
功
績
が
大

き
い
」、
は
た
ま
た
「
討
幕
の
た
め
の
軍
事

同
盟
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
で
は
実
際
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

宮
内
庁
書
陵
部
に
あ
る
、
伊
藤
博
文
や
山

田
宇
右
衛
門
ら
が
木
戸
孝
允
に
宛
て
た
書
状

（
慶
応
元
年
）
を
見
ま
す
と
、
龍
馬
と
慎
太
郎

が
、
薩
摩
藩
名
義
に
よ
る
軍
艦
と
武
器
調
達

を
働
き
か
け
て
い
る
事
、
長
州
藩
か
ら
薩
摩

藩
へ
米
を
調
達
で
き
る
よ
う
便
宜
を
図
っ
て

い
る
事
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
龍
馬
と
慎
太
郎
ら
土
佐
の
脱
藩
郷

士
に
西
郷
隆
盛
や
木
戸
孝
允
ら
薩
長
の
代
表

者
た
ち
が
連
携
し
あ
っ
て
で
き
た
事
業
と
い

う
方
が
実
態
に
近
い
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
龍
馬
の
裏
書
き
（
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
）
を
見
ま
し
て
も
、「
討
幕
」
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
、
四
面
楚
歌
の
情
態
に
あ
っ
た

長
州
藩
の
救
済
が
当
面
の
目
的
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
「
討
幕
の
た
め
の
軍
事
同

盟
」
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
結
果
論
と
い
え

ま
す
。

ま
た
、「
討
幕
」
と
い
う
こ
と
も
注
意
し
て

み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
龍
馬
と
後
藤
象
二
郎
が
推
進
し
た

「
大
政
奉
還
」
は
平
和
的
手
段
で
の
「
倒
幕
」、

慎
太
郎
と
乾
退
助
（
の
ち
の
板
垣
退
助
）
が

薩
長
と
連
携
し
て
の
武
力
行
使
が
「
討
幕
」

と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、「
大

政
奉
還
」
実
現
の
た
め
に
薩
摩
と
土
佐
で
結

ん
だ
「
薩
土
盟
約
」
を
見
ま
す
と
、
そ
う
簡

単
に
言
え
な
い
の
で
す
。

「七卿落図」（中岡慎太郎館蔵）

「武市瑞山宅跡並切腹図巻」（高知県立歴史民俗資料館蔵）

「大政奉還建白の副書（写）」（足立隆文氏蔵）
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と
い
う
の
も
、
両
者
の
間
に
は
「
徳
川
幕

府
は
大
政
奉
還
を
拒
否
す
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
前
提
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
討
幕
」
を
正
当

化
す
る
た
め
の
根
拠
に
し
て
い
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

事
実
、
盟
約
を
結
ぶ
際
、
土
佐
藩
か
ら
も

軍
隊
を
連
れ
て
く
る
約
束
が
か
わ
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
龍
馬
は
長
崎
か
ら
ラ
イ
フ
ル

銃
一
千
挺
を
土
佐
に
持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

次
に
、
海
援
隊
と
陸
援
隊
コ
ー
ナ
ー
で
は

主
な
隊
員
、
組
織
と
活
動
内
容
、
そ
し
て

「
船
中
八
策
」
と
「
時
勢
論
」
の
内
容
か
ら
二

人
の
政
治
ビ
ジ
ョ
ン
を
探
り
ま
す
。

慶
応
三
年
四
月
に
海
援
隊
が
、
七
月
に
陸

援
隊
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
土
佐
藩
の
正
式
な
組
織
で
は

な
く
、
い
ま
で
い
う
外
郭
団
体
の
よ
う
な
組

織
で
す
。
二
人
が
描
く
夢
と
未
来
像
を
具
体

化
す
る
た
め
の
組
織
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
暗
殺
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、

犯
人
を
探
る
手
掛
か
り
を
提
示
す
る
こ
と
に

も
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
人
が
描
い
た
夢
と
未
来
へ
の
展
望
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
海
援
隊
と
陸

援
隊
」は
、部
門
展
示
を
設
定
し
、高
知
県

立
坂
本
龍
馬
記
念
館
で
展
示
し
ま
す
。

４
．
暗
殺
！

今
か
ら
一
四
〇
年
前
に
近
江
屋
で
起
こ
っ

た
暗
殺
事
件
の
謎
は
、
今
な
お
解
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
幕
末
最
大
の
ミ
ス
テ

リ
ー
で
す
。

暗
殺
の
実
行
犯
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
京
都

見
廻
組
説
が
有
力
で
す
。

で
は
黒
幕
は
誰
か
？
何
の
た
め
に
二
人
を

殺
さ
せ
た
の
か
？
と
な
る
と
、
様
々
な
説
が

あ
り
ま
す
。

主
な
説
は
次
の
通
り
で
す
。

　

① 

幕　
府　
説
：
大
政
奉
還
で
幕
府
が
滅

亡
し
た
事
に
対
す
る
恨
み
。

　

② 

紀
州
藩
説
：
「
い
ろ
は
丸
事
件
」
で

海
援
隊
に
恨
み
を
持
っ
た
。

　

③ 

薩
摩
藩
説
：
討
幕
を
実
行
す
る
上
で

邪
魔
に
な
っ
た
。

　

④ 

土
佐
藩
説
：
大
政
奉
還
の
手
柄
を
独

占
す
る
た
め
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
決
定
打
と
な
る
資
料

が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
断
定
す
る
事
は
出

来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二
人
の
行
動
や
政
治

ビ
ジ
ョ
ン
等
を
探
る
事
で
、
手
掛
か
り
が
つ

か
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
暗
殺
事
件
を
通
じ
て
、
当
時
の
政

治
社
会
像
の
一
端
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

も
試
み
ま
す
。

「時勢論」（霊山歴史館蔵）

「慶応三年十月十八日望月清平宛（身の危険を知らせる手紙）」（高知県文教協会蔵）

「エンフィールド銃」（高知県立歴史民俗資料館蔵）
龍馬が土佐に持ち込んだライフル銃
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こ
こ
ま
で
書
く
と
、
３
つ
の
会
場
に
行
け

ば
犯
人
が
解
る
の
か
？
と
思
わ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

い
え
い
え
、
こ
の
謎
解
き
の
楽
し
み
を
私

た
ち
主
催
者
だ
け
の
も
の
に
す
る
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
展
示
を
ご

覧
に
な
る
皆
様
方
の
お
知
恵
も
借
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、「
資
料
展
示
」、「
講
演
会
」、

「
図
録
」
等
々
で
判
断
材
料
を
提
示
し
ま
す
。

皆
様
は
そ
れ
を
基
に
謎
解
き
に
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
で
す
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
ミ
ス
テ

リ
ー
ハ
ン
タ
ー
な
の
で
す
！

我
こ
そ
は
！
と
い
う
あ
な
た
、
是
非
三
つ

の
会
場
に
足
を
運
ん
で
、
こ
の
謎
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
！

●
展
示
予
定
資
料

・ 

左
記
の
人
物
・
団
体
・
事
件
等
に
関
す
る

遺
品
・
遺
墨
類
等

　
　

・ 

坂
本
龍
馬
、
中
岡
慎
太
郎
、
武
市

半
平
太
、
吉
村
虎
太
郎
、
近
藤
長

次
郎
、
田
中
光
顕
、
山
内
容
堂
、

後
藤
象
二
郎
、
板
垣
退
助
、
福
岡

孝
弟
、
谷
干
城
、
佐
々
木
高
行

　
　

・ 

土
佐
勤
王
党
、
海
援
隊
、
陸
援
隊
、

薩
長
連
合
、
大
政
奉
還
、
討
幕
、

近
江
屋
事
件

●
展
示
資
料
所
蔵
機
関
（
予
定
を
含
む
）

 

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
高
知
県
立

坂
本
龍
馬
記
念
館
、
中
岡
慎
太
郎
館
、
青

山
文
庫
、
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
、
高

知
文
教
会
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
京
都
国

立
博
物
館
、
霊
山
歴
史
館
、
京
都
府
立
総

合
資
料
館
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

※
総
展
示
数
は
三
館
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
点
前

後
の
予
定
（
高
知
県
内
に
残
る
資
料
を
中

心
に
展
示
）。

●
特
別
展
示
関
連
行
事

●
展
示
室
ト
ー
ク（
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　

八
月
五
日
㈰・十
九
日
㈰・二
十
六
日
㈰

　

午
後
二
〜
三
時

※
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
内
容
の
解
説
で

す
。
こ
れ
を
聞
け
ば
あ
な
た
も
龍
馬
・
慎

太
郎
通
に
な
れ
ま
す
よ
。

●
特
別
講
演
会

　

八
月
十
一
日
㈯　

午
後
二
〜
四
時

・
会　

場
：
高
知
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
四
百
名
）

・
講　

師
：
青
山
忠
正
氏（
佛
教
大
学
教
授
）

・
演　

題
： 

「
慶
応
期
の
政
局
と
龍
馬
・
慎
太

郎
―
薩
長
連
携
を
中
心
に
―
」

※
青
山
氏
は
『
明
治
維
新
と
国
家
形
成
』、

『
明
治
維
新
の
言
語
と
史
料
』
な
ど
幕
末
・
維

新
に
関
す
る
論
考
を
多
数
著
し
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
」

に
も
出
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
存
じ

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
徳
川
幕
府
を
崩
壊
へ
と
導
い
た

慶
応
年
間
の
政
治
的
動
き
と
は
？
そ
の
中
で

二
人
の
活
動
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

か
？
を
薩
長
連
携
（
い
わ
ゆ
る
薩
長
連
合
）

を
中
心
に
お
話
し
頂
く
予
定
で
す
。

申
込
み
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

特
別
講
演
会
申
込
み
方
法

　

 

先
着
順
、
葉
書
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
事
前
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

　

〒
七
八
一

－

〇
二
六
二

　

高
知
市
浦
戸
城
山
八
三
〇

　

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
八

－

八
四
一

－

〇
〇
〇
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
八

－

八
四
一

－

〇
〇
一
五

　

e-m
ail ryom

a@
kochi-bunkazaidan.or.jp

●
三
館
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー

八
月
四
日
㈯・一
八
日
㈯・二
五
日
㈯
の
３
回

※
展
示
会
場
と
な
る
３
館
を
巡
る
バ
ス
ツ

ア
ー
で
す
。

当
日
は
、
担
当
学
芸
員
お
よ
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
同
行
し
て
、
展
示
内
容
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

（
七
月
一
日
よ
り
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

以
上
の
よ
う
に
、
今
年
の
土
佐
の
夏
は
、

龍
馬
・
慎
太
郎
に
つ
い
て
満
喫
で
き
る
行
事

が
目
白
押
し
で
す
。

ま
た
、
二
人
の
書
状
や
遺
品
類
が
一
堂
に

並
ぶ
事
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
！

是
非
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
！！

（
中
岡
慎
太
郎
館　

学
芸
員　

豊
田
満
広
）

「隠
お く つ き
玖菟岐集」（高知県立歴史民俗資料館蔵）
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「
海
援
隊
・
陸
援
隊
」
展

●
会
期
：
平
成
十
九
年
七
月
二
八
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
九
月
三
〇
日
㈰

龍
馬
記
念
館
で
は
、
海
援
隊
と
陸
援
隊
の
活
動

内
容
を
明
ら
か
に
し
、
幕
末
に
果
た
し
た
役
割
や
、

両
隊
が
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
は
ず

だ
っ
た
か
を
考
え
、
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
海
援
隊
と
紀
州
藩
が
起
こ
し
た
海
難
事

故
で
あ
る
〝
い
ろ
は
丸
事
件
〞
は
、
紀
州
藩
暗
殺

黒
幕
説
を
生
み
出
し
た
事
件
で
す
。
こ
れ
は
暗
殺

直
後
、
最
も
信
頼
さ
れ
て
い
た
説
で
す
の
で
、
詳

細
な
展
示
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「〝
龍
馬
を
見
抜
い
て
い
た
男
〞
樋
口
真
吉
展
」

●
会
期
：
平
成
十
九
年
十
月
一
日
㈪
〜
十
二
月
十
六
日
㈰

樋
口
真
吉
は
、
幕
末
の
幡
多
郡
中
村
の
郷
士
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

文
武
両
道
で
、
中
村
の
家
塾
に
は
千
人
余
り
の
若
者
が
学
ん
で
お
り
、

幡
多
郡
の
首
領
格
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。
真
吉
は
、
二
十
歳
年
下
の
龍
馬

の
才
能
を
早
く
か
ら
見
抜
い
て
お
り
、
脱
藩
前
に
「
坂
龍
飛
騰
」
と
日
記
に

記
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
予
言
し
て
い
ま
す
。
龍
馬
も
真
吉
を
慕
っ
て
お

り
、
暗
殺
一
ヶ
月
前
の
手
紙
で
は
、
身
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
の
で
、
真
吉

に
新
し
い
宿
を
探
し
て
も
ら
い
た
い
と
書
い
て
い
ま
す
。

知
ら
れ
ざ
る
龍
馬
の
師
・
樋
口
真
吉
の
こ
と
を
こ
の
機
会
に
多
く
の
方

に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
幕
末
写
真
館
展
」

●
会
期
：
平
成
十
九
年
十
二
月
十
七
日
㈪
〜
平
成
二
〇
年
三
月
二
〇
日
㈭

「
土
佐
勤
王
党
展
」

●
会
期
：
平
成
十
九
年
七
月
二
八
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
八
月
二
八
日
㈫

当
館
で
は
「
土
佐
勤
王
党
」
を
座
標
軸
に
し
て
、
土
佐

藩
の
政
治
状
況
と
二
人
に
与
え
た
影
響
、
そ
し
て
脱
藩
し

た
理
由
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
メ
ン
バ
ー
構
成
、
武
市
半
平
太
を
中
心

に
み
た
土
佐
の
勤
王
思
想
、
活
動
内
容
、
土
佐
勤
王
党
に

対
す
る
藩
内
の
評
価
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、土
佐
藩
は
、上
士
と
郷
士
と
の
対
立
が
よ
く
い
わ

れ
ま
す
。
は
た
し
て
そ
れ
が
創
作
な
の
か
？
二
人
の
暗
殺

と
も
何
か
関
連
す
る
の
か
？
と
い
っ
た
事
も
紹
介
し
ま
す
。

•
秋
期
企
画
展

「
中
岡
慎
太
郎
の
お
仕
事
」

●
会
期
：

　
　

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
㈭

　
　
　
　
　
　

〜
十
二
月
二
七
日
㈭

中
岡
慎
太
郎
が
大
庄
屋
見
習
い
と
し
て
、

志
士
と
し
て
ど
ん
な
活
躍
を
し
た
の
か
を
小

中
学
生
向
け
に
紹
介
。

「
収
蔵
品
展―

掛
軸
の
美―

」

●
会
期
：

　
　

平
成
二
〇
年
一
月
七
日
㈪

　
　
　
　
　
　

〜
三
月
三
一
日
㈪

樋口真吉

暗
殺
140
年
！
時
代
が
求
め
た〝
命
〞か
？　

「
坂
本
龍
馬
・
中
岡
慎
太
郎
展
」
部
門
展
示

いろは丸想像図

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

至 須崎東 I.C.

JR高知駅

はりまや橋
鏡川

浦戸湾

花海道

桂浜

高知 I.C. 南国 I.C. 至 川之江 JCT

JR後免駅

鏡川大橋

桟橋通

高知県立美術館●

南国バイパス 至 室戸市

高知龍馬空港

五台山

高知県立
坂本龍馬記念館

特
別
展　

３
館
合
同
企
画

坂本龍馬記念館案内図

北
川
村
立
中
岡
慎
太
郎
館

「武市半平太他捕縛状 写」（利岡家文書）（中岡慎太郎館蔵）

高知信金
  ●

至室戸

至高知市

Ｒ55
奈半利駅

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

ご
め
ん・な
は
り
線 ●

北川村役場

モネの庭R493

高規格道路
慎太郎街道

中岡慎太郎館
R493

工事中

野友 I.C.

柏木 I.C.

奈半利川

中岡慎太郎館案内図

中岡慎太郎館

（高知市内より車で
1時間30～2時間）
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歴民館公式ブログ『岡豊山さんぽ』をはじめました。

歴民館職員による、岡豊山フォト日記です。岡豊山の四季折々の写真を掲載中!!
岡豊山の魅力をたくさんの方に知っていただくため日々デジタルカメラと格闘中です♪
ぜひご覧下さい。  歴民公式HP又は岡豊山さんぽで検索

　うきうきわくわくの夏休み♪歴民館では親子で参加できる催し物を開催します。
　ぜひご参加ください！

七夕飾りに挑戦!!
　高知県各地域の七夕飾りを再現してみま
せんか?今年は津野町芳生野のワラ馬を下げ
る七夕飾りを作ります。
　普通の七夕飾りとはちょっと違う歴民の
七夕です。
　旧暦の七夕に合わせて開催します。

８月18日㈯10:00～12:00
　定員30名（先着順）
電話かEメールでお申し込み下さい。

水鉄砲を作ってみよう!!
　みんなダイスキ水鉄砲!
　竹筒で作る昔懐かしの水鉄砲です。
　夏休みの工作にもぴったりなのでは？

８月25日㈯10:00～12:00
　定員30名（先着順）
電話かEメールでお申し込みください。

ワクワ
クワーク  参加者募集中!!

岡豊風日がホームページでも
ご覧頂けるようになりました。 歴民館公式HP一部リニューアル!!５月19日歴民館入場者

50万人突破しました!!



山村民家から眺める初夏の風景

岡
豊
山
の

さ
ん
ぽ
道

岡
豊
山
の

さ
ん
ぽ
道

平成19年7月～9月の催し
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http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/̃rekimin/
eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

岡
豊
風
日
（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
）
第
60
号

平
成
一
九
年
六
月
三
〇
日

編
集
・
発
行　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

〒
783―

0044 

南
国
市
岡
豊
町
八
幡
１
０
９
９―

１

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
８
８
（
８
６
２
）２
２
１
１

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
８
８
（
８
６
２
）２
１
１
０

開
館
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○郵便振替口座番号　01600－2－38806
○加入者名　高知県立歴史民俗資料館

「収蔵資料目録第11集

四国遍路関係資料目録I」
　当館が収集した四国
遍路関係資料の四国遍
路絵図、納経帳等の資
料をカラー図版で掲載。

A4版　24頁
売価 550円
送料 180円

「収蔵資料目録第12集

田辺寿男写真資料目録I
（白黒ネガフィルム編）」

　民俗写真家・田辺寿
男氏から寄贈された約
50,000点の資料のうち白
黒ネガフィルム26,578点
の目録を収録。

A4版　112頁
売価 750円　送料 310円

「高知県立歴史民俗資料館
研究紀要第15号」
土佐清水市四国霊場第38番札所金剛福寺
― 木造千手観音菩薩立像修理報告
及び像内納入品概要報告―

高知県教育委員会文化財課
㈶美術院国宝修理所　　

泉谷　申一
高知県立歴史民俗資料館

寺石正路資料調査報告Ⅱ杜山堂日記2
野本　　亮

門松小考
 梅野　光興
A4版　76頁
売価 750円　送料 290円

・・・新刊等のご案内・・・

暗殺140年！ー時代が求めた“命”か?ー
『坂本龍馬・中岡慎太郎展』
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後援／ 高知県教育委員会・高知市教育委員会・朝日新聞高知総局・毎日新
聞高知支局・読売新聞高知支局・産経新聞高知支局・日本経済新聞
社高知支局・共同通信社高知支局・時事通信社高知支局・KUTVテ
レビ高知・KSSさんさんテレビ・NHK高知放送局・エフエム高知

主催＝ 高知県立歴史民俗資料館
高知県立坂本龍馬記念館
北川村立中岡慎太郎館
高知新聞社・RKC高知放送

●

●

平成19年

7月28［土］日▲ 8月28［火］日

●

● 海援隊と陸援隊および龍馬と慎太郎の描いた
将来像について展示
海援隊約規、龍馬・慎太郎書簡など

入館料： 大人 500円
 無料／高校生以下、高知県・高知市長寿手帳所持者、療養手帳・身体障害者手帳・障害者手帳・戦傷病者手帳・被爆者健康手帳所持者とその介護者1名　

開館時間　午前9時～午後5時

●龍馬・慎太郎の生涯および活躍等を概観
　する内容の展示

京都国立博物館所蔵の龍馬関係資料（国の重要
文化財）、宮内庁所蔵の慎太郎関係資料など

入館料： 大人 500円
 無料／

開館時間　 午前9時～午後5時
（最終入館午後4時30分）

● 土佐勤王党および龍馬と慎太郎の政治思想
のルーツについて展示
慎太郎書簡、武市半平太書簡、野根山二十三士関
係資料など

入館料： 高校生以上 500円
 小・中学生 300円
 無料／身体障害者手帳1級・2級

開館時間　午前9時～午後4時30分（最終入館午後4時）
休館日（毎週火曜日）

総合展示 高知県立歴史民俗資料館

主な資料

「坂本龍馬・中岡慎太郎展」

高校生以下、高知県・高知市長寿手
帳所持者、療養手帳・身体障害者手
帳・障害者手帳・戦傷病者手帳・被爆
者健康手帳所持者とその介護者1名

高知県立坂本龍馬記念館
「海援隊・陸援隊展」

主な資料

北川村立中岡慎太郎館
「土佐勤王党展」

主な資料

３館合同
企画

特別展講演会

特別展

要予約 はがきかeメールで。
定員は400名です。

展示室トーク
8月5日㈰・19日㈯・26日㈰　14:00～15:00
　会場：高知県立歴史民俗資料館

担当学芸員による展示解説です。

「海援隊・陸援隊展」高知県立坂本龍馬記念館
　高知市浦戸城山830　TEL 088-841-0001

平成19年7月28日～9月30日
観覧料：500円　　高校生以下無料

「土佐勤王党展」北川村立中岡慎太郎館
　安芸郡北川村柏木140　TEL 0887-38-8600

平成19年7月28日～8月28日
入館料：高校生以上500円　　小・中学生300円

次回
企画展
予告

「土佐発掘物語」
平成19年10月6日～11月25日
　土佐での発掘はいつ頃から始まったのか?
　土佐の発掘史を写真・出土遺物でたどります。

平成19年７月28日㈯～８月28日㈫
　平成19（2007）年は、坂本龍馬と中岡慎太郎
が京都で暗殺されて140年になります。また、
大政奉還が行われて140年にもあたります。
　本特別展は、この節目を期に、高知県立歴史
民俗資料館・高知県立坂本龍馬記念館・北川村
の中岡慎太郎館の３館合同で開催します。
観覧料：大人500円（団体400円）
　　　　高校生以下無料

総合展示

3館合同企画展見学バスツアー開催
　8月4日・18日・25日　
　　7/1より申込受付　高知県立坂本龍馬記念館へ申込。
　　申込方法は、募集要項などでお知らせ致します。

申込先８月11日㈯
　14:00～16:00
　会場：高知県立美術館ホール

「慶応期の政局と龍馬・慎太郎－薩長連携を中心に－」
青山忠正氏（佛教大学教授）

〒781-0262
高知市浦戸城山830
高知県立坂本龍馬記念館

TEL 088-841-0001
Eメール　ryoma@kochi-bunkazaidan.or.jp

3館合同企画

臨時休館のお知らせ：7月27日㈮、8月29日㈬（特別展展示替のため）

部門展示

部門展示


